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研究概要 

海底熱水は、場所ごと、地域ごと、噴出孔ごとに、それぞれの個性がある。その違いを

調べ、かつその原因を探ることで、海底熱水系でいま起きていることについて明らかにす

る。本当にかつて生命を生み出した地球の姿が、そこには現存しているのか。海底熱水系

の現状の姿を化学的な言葉で記述する。 
 
分析手法 

1. 溶存ガス濃度を調べる方法 

環境試料からの溶存ガス抽出—TCDによるガス濃度の決定 
 

2. 主要陽イオン・陰イオン濃度を調べる方法 

ICP-AES、イオンクロマトグラフィー 
 
コラボレーションの提案例 

微生物解析とのコラボレーション 
 流体の化学組成分析（受入側ができること）—流体中の微生物解析（留学側が自分でで
きること）：流体組成が微生物群集にどれくらい影響を与えているかを見積もる。 
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